
【国】特別定額給付金の支給　４８億７,２００万円　[補１]
　　⇒令和２年４月２７日現在の住民基本台帳に記録されている者を対象に、世帯構成員１人につき１０万円を支給

【国】傷病手当金の支給　１００万円　[補１]
　　⇒国民健康保険に加入している被用者で、新型コロナウイルス感染症に感染した場合等に傷病手当金を支給

【市】砺波市新生児特別給付金の支給　２,７３０万円　[補５]
　　⇒国の特別定額給付金対象外となる令和２年４月２８日～令和３年４月１日出生の新生児１人につき１０万円を支給

【国】子育て世帯への臨時特別給付金の支給　７,４８８万円　[補１]
　　⇒児童手当を受給する世帯に対し、　対象児童１人当たり１万円を支給（対象児童数　約6,400人）

【市】ひとり親世帯等臨時特別給付金　１,３９２万円　[補２]
　　⇒学校休業等の影響を受けているひとり親世帯等を対象に、保護者１人３万円、児童１人２万円を支給

【国】ひとり親世帯臨時特別給付金〈１〉　１,５０６万円　[補４]
　　⇒低所得のひとり親世帯等を支援するため、児童扶養手当受給者１世帯５万円
　　　第２子以降１人３万円の給付金を支給

【国】ひとり親世帯臨時特別給付金〈２〉　２,４２６万円　[補５]
　　⇒対象者に１世帯５万円、第２子以降１人３万円の給付金を支給
　　　また、家計が急変し収入が減少した方等に対し1世帯５万円の追加給付金を支給

【国】ひとり親世帯臨時特別給付金〈３〉　１,６６６万円　[補８]
　　⇒〈１〉〈２〉の基本給付の支給を受けている方に対し１世帯５万円、第２子以降１人３万円の給付金を再支給

【県】ひとり親世帯への県独自の生活支援給付金　８１２万円　[補１０]
　　⇒国のひとり親世帯臨時特別給付金受給者へ１世帯３万円を給付

【県・市】ひとり親家庭応援事業　２４９万円　[補３]
　　⇒県と共同で児童扶養手当受給世帯であるひとり親世帯等にお米券２０枚（８,８００円分）を配布

【市】ひとり親家庭応援！うん米(まい)「散居のかおり」盛りモリ元気事業　８５万円　[補４]
　　⇒ひとり親家庭応援事業お米券で、となみ野コシヒカリ「散居のかおり」を通常よりも多く購入できるように支援

【市】就労継続支援事業等利用者緊急支援　１１９万円　[補２]
　　⇒就労継続支援事業等利用者の在宅生活の質の維持向上を図るため、１か月当たり１万円を６か月間支給

【市】砺波市就学支援臨時特別給付金　８１４万円　[補４][予]
　　⇒要保護・準要保護児童生徒の世帯を支援するため、保護者１人につき３万円、児童生徒１人につき２万円を支給

【市】新型コロナウイルス感染症対策ポータルサイトの開設　２０万円　[予]

【市】広報となみ新型コロナウイルス感染症対策臨時号の発行　３５万円　[予]

【市】児童手当現況届の郵送方式への変更対応　３８万円　[補１]　

生活支援・新しい生活様式へ

【国】児童生徒１人１台端末の整備　１億８,２０８円　[補３][補６]
　　⇒ＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童生徒１人１台の端末を前倒して整備

【市】郵便コミュニケーション事業　６２万円　[予]
　　⇒臨時休業中の小中学校における児童生徒と学校との往復はがき等によるコミュニケーションを図る

【市】電子黒板の整備　２,７７１万円　[補４][補５]
　　⇒教室における3密対策のため、空き教室等を活用した授業をサポートする電子黒板等を整備

【市】家庭学習のための通信機器整備支援　５６０万円　[補４]
　　⇒小中学校休業時、インターネットを用いた家庭学習が可能となるよう要保護・準要保護世帯等にポケットWi-Fiを貸与

【市】学校再開のための環境整備　１５２万円　[補３][予]
　　⇒小中学校に非接触型体温計等を配置、廊下も教室として利用する授業に向けた照明整備　等

【市】スクールバスの増車　７７６万円　[補５]
　　⇒砺波北部小、庄東小、庄川小が利用する市営バス及びスクールバスの３密を防ぐためバスを増車

【市】臨時休業に係る夏季休業期間短縮に伴う経費　１,５７２万円　[補５]
　　⇒冷房設備稼働による電気料の増額、会計年度任用職員の勤務日数増加による報酬の増額

【市】放課後児童健全育成事業　３４４万円　[補５]
　　⇒小学校の休業期間中に長時間の開所を行った放課後児童クラブに対して運営委託料を増額

【市】修学旅行キャンセル料補助金　６２万円　[補６]
　　⇒中学校の修学旅行キャンセル料を市で負担

【市】学校施設手洗いレバー式への交換　７１６万円　[補１０]
　　⇒手洗い水栓をより接触の少ないレバー式に交換

【市】生徒用机・椅子の更新　２,０５１万円　[補１０]
　　⇒1人1台タブレット端末と教科書の同時使用に対応するため、
　　　天板サイズの大きい新JIS規格に対応した机・椅子を導入

【市】学校への感染症対策物品の整備　１,２４０万円　[補１０]

【市】給食センター空調設備の更新　８５９万円　[補５]

【市】給食センター真空冷却機の更新　２,３５２万円　[補１０]

【市】公立保育所・認定こども園ＩＣＴ支援システム導入　４,２２７万円　[補１０]
　　⇒保護者との緊急連絡体制の整備と業務の効率化を図るため、公立6園にＩＣＴ支援システムを導入

【市】私立認定こども園ＩＣＴ支援システム導入事業費補助金　２,０３１万円　[補１０]
　　⇒市内私立4園が公立園と同様のＩＣＴ環境を整備するための経費を補助

【国】児童福祉施設等におけるマスク等の購入　６６２万円　[補１]
　　⇒保育所、認定こども園及び幼稚園において、１施設当たり５０万円を上限としてマスク等を２か年で整備

【市】感染症拡大防止物品購入費補助金　３００万円　[補５]
　　⇒私立の保育所・認定こども園、子育て支援センターが行う資機材の整備に対し補助金を交付

【市】子ども・子育て関連施設への感染症対策物品の配置　１,７００万円　[補５]

【市】保育所・認定こども園給食室環境整備　２８９万円　[補１０]
【市】光ケーブル化事業（TONAMIまるごと光化ミッション）２億４,０１７万円　[補５]
　　⇒オンライン授業やテレワーク等のための情報通信基盤の整備として、市内全域を光ケーブル化

【市】夜間公共交通維持確保支援事業　１８０万円　[補５]
　　⇒夜間の緊急時に対応できるよう運行体制をとっている市内タクシー事業者に対し補助金を交付

【市】デマンドタクシー感染防止運行支援事業　５６万円　[補５]
　　⇒1便あたり4名以上の予約の際、密な状況を避けるため追加運行する費用について補助

【市】公共交通感染防止運行支援協力事業　２４２万円　[補６]
　　⇒平日朝夕ラッシュ時の3密回避に資するバス運行等に対して県と連携して支援

【市】田園サイクリングコース整備事業　４６１万円　[補６]
　　⇒新しい生活様式の中で自転車の活用を図るためコースを整備

　《市税》 市税の徴収猶予「特例制度」の実施
　　　⇒条件を満たす場合、納期限から最長１年間の徴収猶予・延滞金を免除

 　《市税》国民健康保険税の減免
　　⇒条件を満たす場合、保険税を全額免除または一部減額

　 《奨学金》奨学金の返還猶予
　　　⇒返還が困難な場合、令和２年度に限り返還を猶予

緊急生活支援 ともにがんばろう！

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
！

　 令和２年度 新型コロナウイルス感染症対策事業②
  ［予］ ・・・予備費対応（4月17日～）
［補１  ］ ・・・第１号補正（5月1日専決）
［補２  ］ ・・・第２号補正（5月19日議決）
［補３］ ・・・第３号補正（6月24日議決）
［補４］ ・・・第４号補正（6月24日議決）

［補５］ ・・・第５号補正（7月30日議決）
［補６］ ・・・第６号補正（9月15日議決）
［補７］ ・・・第７号補正（12月15日議決）
［補８］ ・・・第８号補正（12月15日議決）
［補10  ］ ・・・第10号補正（2月12日提案予定）


